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３ ロジックモデル ※達成すべき目標と取り組むべき施策の関連性を体系的に整理した「ロジックモデル」は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム

●は重点指標

入院

C101
●確保病床数（うち、流行初期医療確保措置対
象）

B101
●年1回以上、新興感染症患者の受入研修・
訓練を実施又は外部の研修・訓練に医療従
事者を参加させている割合

A
1
0
1

C102
●個人防護具を2か月分以上確保している医療
機関の割合

A
1
0
3AAAAAAAAAAAAAA

B119 発熱外来
A
1
A

C201
●発熱外来医療機関数（うち、流行初期医療確
保措置対象協定締結医療機関）

B201
●年1回以上、新興感染症患者の受入研修・
訓練を実施又は外部の研修・訓練に医療従
事者を参加させている割合

A
2
0
1

新興感染症に対する適切な医療提供体制
の整備（指標なし）

C202
●個人防護具を2か月分以上確保している医療
機関の割合

A
2
0
2AAAAAA

B218
自宅・宿泊施設・高齢者施設での療養者等へ

の医療の提供

A
2
1
AA

C301
●自宅療養者等への医療提供を行う医療機関
数・薬局数・訪問看護事業所数

B301
●年1回以上、新興感染症患者の受入研修・
訓練を実施又は外部の研修・訓練に医療従
事者を参加させている割合

A
3
0
1

C302
●個人防護具を2か月分以上確保している医療
機関の割合

A
3
0
2
AAAA

後方支援
A
3
1
A

C401 ●後方支援医療機関数 B401
●年1回以上、新興感染症患者の受入研修・
訓練を実施又は外部の研修・訓練に医療従
事者を参加させている割合

A
4
0
1

C402
●個人防護具を2か月分以上確保している医療
機関の割合

A
4
0
2AAAAAAAAA

医療人材
A
4
1
A

C501 ●派遣可能医師数 B501
●年1回以上、新興感染症患者の受入研修・
訓練を実施又は外部の研修・訓練に医療従
事者を参加させている割合

A
5
0
1

C503 ●派遣可能看護師数

A
5
0
3


